
印
度
學
佛
教
學
研
究
第
四
十
八
巻
第

一
号

平
成
十

一
年
十
二
月

秦
王
李
世
民

(唐
太
宗
)
と
長
安
勝
光
寺

―

唐
太
宗

の
崇
仏
事
情

の

一
面
―

伊

藤

誠

浩

は
じ

め
に

貞
観
十

山
年

(六
三
七
)
二
月
に
唐
太
宗

(李
世
民
、
在
位
六
二
六
～

　ユ
　

六
四
九
)
が
下
し
た

「令
道
士
在
僧
前
詔
」
は
、
唐
初
に
繰
り
広
げ
ら

れ
た
道
仏
論

争
に
対
し
て
、
唐
高
祖

(李
淵
、
在
位
六

一
八
～
六
二
六
)

が
打
ち
出
し

た
仏
教

に
対
す
る
道
教
の
上
位
を
再
確
認
す
る
も
の
で

あ
っ
た
。
而

し
て
、
武
周
期
を
例
外
と
し
て
、
唐
王
朝

に
お
け
る
道
教

の
上
位
は
動

か
ざ

る
も
の
と
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
然
ら
ば
、
先
ず
以

て
、
か
か
る
太
宗

の
即
位
以
前

の
崇
仏
事
情
は
如
何
な
る
も
の
で
あ
っ

た
で
あ
ろ
う

か
。
諸
史
料
を
旙
く
と
、
長
安
勝
光
寺

の
存
在
が
浮
か
び

上
が
っ
て
来

る
。

小
論

で
は
、
秦
王
時
代
即
ち
武
徳
年
間

(六
一
八
～
六
二
六
)
に
お
け

る
李
世
民

の
崇
仏
事
情

の

一
端
を
勝
光
寺
と
の
関
わ
り
の
中
か
ら
窺

っ

て
み
た
い
。

一
、
武
徳
年
間
に
お
け
る
勝
光
寺

に
つ
い
て

唐
初
、
長
安
の
光
徳
坊
に
存
し
た
勝
光
寺
は
、
開
皇
十
年

(五
九
〇
)
、

階
文
帝

(楊
堅
、
在
位
五
八

一
～
六
〇
四
)
が
第
四
子
、
蜀
王
楊
秀

(五

四
二
～
六

一
〇
)
の
為
に
、
豊
楽
坊
に
建
立
し
た
仏
寺
を
移
転
し
た
も
の

で
あ
る
。
こ
の
勝
光
寺

の
沿
革
に
つ
い
て
は
、
既
に
小
野
勝
年
博
士

の

『中
国
階
唐
長
安

・
寺
院
史
料
集
成
』
解
説
篇
、
開
業
寺
並
び

に
勝
光

寺
の
条

(法
藏
館
、

一
九
八
九
年
、

=

八
頁
～

一
一
九
頁
、

一
四
三
頁
～

一
四
六
頁
〉
が
存
す
る
。
勝
光
寺

の
沿
革
は
、
お
よ
そ
小
野
博
士
の
記

述
に
拠
る
べ
き
で
あ
り
、
筆
者
も
こ
れ
に
賛
同
す
る
。
唯
、
武
徳
年
間

の
記
述
に
お
い
て
、
秦
王
時
代
の
李
世
民
と
の
密
接
な
関
わ
り
を
ふ
れ

ら
れ
て
お
ら
れ
な
い
こ
と
は
、
遺
憾
に
思
わ
れ
る
。

武
徳
年
間
に
お
け
る
勝
光
寺
の
記
載
は
、
唐
王
朝
の
中
国
統

一
の
大

勢
が
ほ
ぼ
決
し
た
武
徳
四
年

(六
一二

)
五
月
の
洛
陽

(鄭
国
王
世
充
政

権
)
平
定
後
に
み
ら
れ
る
。
そ
れ
は
、
秦
王
李
世
民
に
よ
る
洛
陽
の
三

大
法
師
の
勝
光
寺

へ
の
招
聰
と
し
て
み
え
る
の
で
あ
る
。
三
大
法
師
と

は
、
場
帝
朝

の
仏
教
隆
盛
を
象
徴
す
る
仏
寺
、
東
都
内
慧
日
道
場
に
住

し
て
洛
陽
仏
教
界
を
指
導
し
て
い
た
と
み
ら
れ
る
高
僧
、
即
ち
慧
乗
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秦
王
李
世
民

(唐
太
宗
)
と
長
安
勝
光
寺

(伊

藤
)

(五
五
五
～
六
三
〇
)
、
道
宗

(五
六
一二
～
六
二
三
)
、
弁
相

(
?
～
六
二

七
)
を
指
す
。

こ
の
招
聰
の
経
緯
に
つ
い
て
、
慧
乗
を
例
に
挙
げ
て
み

て
み
よ
う
。
『
続
高
僧
伝
』
巻
二
十
四
、
慧
乗
伝
で
は
、
以
下

の
よ
う

に
み
え
る
。

武
徳
四
年
掃
定
東
夏
。
有
勅
儒
齪
地
僧
是
非
難
識
。
州
別

一
寺
留
三
十
僧
。
蝕

者
從
俗
。
上
以
洛
陽
大
集
名
望
者
多
。
奏
請
二
百
許
僧
住
同
華
寺
。
乗
等
五

人
勅
住
京
室
。
干
時
乗
從
儒
鄭
詞
被
牽
連
。
主
上
素
承
風
問
。
偏
所
顧
属
。
特

蒙
慰
撫
命
住
勝
光

(T
五
〇

・
六
三
三
c
)。

こ
こ
に
み
え
る
平
定
後

の
洛
陽
仏
教
界

へ
の
淘
汰
に
つ
い
て
の
子
細
は

割
愛
す
る
が
、
そ
の
折
、
選
抜
さ
れ
た
慧
乗
ら
五
名
の
高
僧
は
高
祖

の

詔
勅
に
よ
っ
て
長
安

へ
赴

い
た
と
み
え
る
。
こ
こ
に
い
う
五
名

の
高
僧

と
は
、
三
大
法
師
と
法
護
が
該
当
す
る
と
み
ら
れ
、
他

の

一
名

は
詳
び

　
　
　

ら
か
で
な

い
ゆ
彼
ら
が
長
安

へ
到
着
す
る
の
は
、
恐
ら
く
、
秦
王
李
世

　ゑ

民
の
凱
旋

す
る
七
月

で
あ
ろ
う
。
時

に
慧
乗

は
、
鄭
国
王
世
充
政
権

(六

一
九
～
六
二
一
)

に
従

い
、
連
坐
に
該
当
し
て
い
た
。
し
か
し
、
慧

乗
は
秦
王
李
世
民
に
厚
遇
さ
れ
、
そ
の
教
命
に
よ
っ
て
勝
光
寺
に
住
す

る
こ
と
に
な
う
た
と
い
う
。

こ
の
よ
う
に
、
勝
光
寺
は
、
洛
陽
仏
教
界
を
指
導
し
た
三
大
法
師
が

秦
王
李
世
民
の
招
聰
に
よ
っ
て
帰
着
し
た
仏
寺
で
あ
っ
た
。

更
に
前
掲
の
慧
乗
伝
は

「秦
國
功
徳
威
蹄
此
寺
」

(T
五
〇

・
六
一二
四

a
)
と
所
住
選
定

の
理
由
を
記
載
す
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
唐
王
朝
創

業
後
、
比
較
的
早

い
時
期
に
、
秦
王
李
世
民
は
勝
光
寺
に
厚
く
帰
依
す

る
に
至
っ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

然
れ
ぼ
、
秦
王
李
世
民

の
仏
教
政
策
の
中
心

と
な
る
仏
寺
は
、
勝
光

寺
で
あ
っ
た
と
想
定
さ
れ
る
。

二
、
秦
王
李
世
民
の
崇
仏
事
情

そ
の
後
、
秦
王
時
代

の
李
世
民
は
、
三
大
法
師

な
ど
を
招
き
、
所
住

　
　
　

の
弘
義
宮
に
て
夜
通
し
法
集
を
催
す
な
ど
、崇
仏
帰
依
を
示
し
て
い
る
。

然
る
に
、
目
下
、
秦
王
時
代
の
李
世
民
の
仏
教

政
策
に
お
け
る
勝
光
寺

の
役
割
に
つ
い
て
は
、
今
ひ
と
つ
明
ら
か
に
し
得
な
い
も
の
が
あ
る
。

そ
こ
で
李
世
民
の
崇
仏
の

一
端
を
示
す
勝
光
寺

へ
招
致
し
た
高
僧

の
数

に
注
目
し
た
い
。
以
下
、
試
み
に

『続
高
僧
伝
』
に
よ
っ
て
そ
れ
を
窺

い
、
階
蝪
帝

(楊
広
、
在
位
六
〇
四
～
六
一
八
)

の
江
都
慧
日
道
場
な
ど

へ
の
招
致
高
僧
数
と
比
較
し
て
、
秦
王
李
世
民

の
崇
仏
の
ほ
ど
を
窺

っ

て
み
た
い
。

揚
帝
を
比
較

の
対
象

に
選
ん
だ
理
由
は
、
揚
帝
が
崇
仏
皇
帝
と
み
ら

れ
、
し
か
も
李
世
民
と
同
時
代
人
に
し
て
即
位

す
る
ま
で
の
経
緯

が
甚

だ
近
似
す
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
何
よ
り
も
、
前
述

の
よ
う
に
、
勝

光
寺
が
秦
王
李
世
民

の
仏
教
政
策

の
中
心
と
な

る
仏
寺
と
想
定
さ
れ
る

こ
と
か
ら
、
既
に
山
崎
宏
博
士

の
高
論
、
「晋

王
広

(場
帝
)

の
四
道

場
」
(『階
唐
仏
教
史
の
研
究
』、
法
藏
館
、
一
九
六
七
年
)
に
よ
っ
て
明
ら

か
に
さ
れ
た
晋
王
時
代
に
お
け
る
蝪
帝
の
仏
教
政
策
の
中
心
的
な
仏
寺
、

江
都
慧
日
道
場
と
の
対
比
が
可
能
で
は
な
い
か
と
考
え
た
か
ら
で
あ
る
。
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秦
王
李
世
民

(唐
太
宗
)
と
長
安
勝
光
寺

(伊

藤
)

と
こ
ろ

で
、
史
料
の
制
約
上
、
各
々
招
致
さ
れ
た
高
僧

の
数
を
全
て

網
羅
し
た
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
断
っ
て
お
か
ね
ぼ
な
ら
な
い
。
唯
、

残
さ
れ
た
同
時
代
の
好
史
料
と
し
て

『続
高
僧
伝
』
の
記
載
を
拠
り
所

と
し
、
各
仏
寺

へ
招
致
さ
れ
た
高
僧
の
状
況
の

一
端
を
窺

っ
て
み
る
こ

と
は
許
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

洛
陽
、
及
び
河
南
地
域
に
限
定
せ
ず
、
秦
王
李
世
民
が
長
安
勝
光
寺

に
招
致
し
た
高
僧
は
上
記
の
三
大
法
師
が
知
ら
れ
る
の
み
で
あ
る
。

一

方
、
山
崎
博

士
に
よ
れ
ば
、
晋
王
時
代

の
場
帝
に
よ
っ
て
、
江
都
四
道

場

の
中
核
、
慧
日
道
場
に
招
致
さ
れ
た
高
僧
は
、
凡
そ
十
三
名
の
名
が

　ら
　

伝
わ
る
と
さ
れ
る

(山
崎
前
掲
書
、
九
〇
頁
～
九
二
頁
)
。
然
れ
ぼ
、
秦
王

李
世
民

の
招

致
高
僧
数
は
、
場
帝
の
江
都
慧
日
道
場

の
約
二
三
%
に
過

ぎ
な

い
こ
と
と
な
る
。
同
時
代
に
生
き
た

『続
高
僧
伝
』

の
撰
者
で
あ

る
南
山
宗

の
祖
、
道
宣

(五
九
六
～
六
六
七
)
の
目
に
は
、
秦
王
時
代
に

お
け
る
李
世

民
の
崇
仏
の
ほ
ど
は
、
即
位
以
前

の
揚
帝
の
そ
れ
に
及
ば

な
い
も
の
と

し
て
映

っ
て
い
た
と
み
ら
れ
る
。

こ
の
こ
と

は
、
秦
王
時
代
に
お
け
る
李
世
民
の
崇
仏
の
ほ
ど
を
象
徴

的
に
表
し
て
い
る
と
言
え
ま
い
か
。

む
す
び

か
く
て
、
長
安
勝
光
寺
は
、
秦
王
李
世
民
が
仏
教
政
策
を
進
め
る
上

で
中
心
仏
寺

と
し
た
も
の
、
と
想
定
さ
れ
る
。
か
か
る
意
味

に
お
い
て
、

勝
光
寺
の
歴
史
的
な
位
置

は
理
解
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

目
下
、
秦
王
李
世
民
の
仏
教
政
策
に
お
け
る
勝

光
寺

の
役
割
は
今
ひ

と
つ
明
ら
か
で
は
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
崇
仏

の

一
端
を
示
す
勝
光
寺

へ
の
招
致
高
僧
数
に
よ
れ
ば
、
秦
王
李
世
民
の
帰
依
は
崇
仏
皇
帝
と
み

ら
れ
る
揚
帝
の
そ
れ
に
及
ば
な
い
も
の
と
み
ら
れ
る
。

こ
の
こ
と
は
、
秦
王
時
代
の
李
世
民
の
崇
仏
事
情
、
ひ
い
て
は
即
位

後

の
崇
仏
事
情
を
窺
う
上
で
、
看
過
し
得
ざ
る
事
柄

で
あ
る
と
み
ら
れ

る
。1

『唐
大
詔
令
集

』
巻

一
百
十
三
、
『全
唐
文
』
巻
六
、

『広

弘
明
集

』
巻

二

十
五

に
み
え
る
。

2

『集
古

今
仏
道
論
衡
』
巻
丙
、

『続
高
僧
伝

』
巻
十

一
道

宗
伝
、
巻
十

二

弁
相
伝
、
巻
十

三
法
護
伝

に
み
え

る
。

3
.

『資
治
通
鑑
』
巻

一
百

八
十
九

に
よ
る
。
両
唐

書

の
太
宗
本
紀

に
み
え
る

「六
月
」

は
洛
陽

出
発
年
次

で
あ
ろ
う
。

4

『続
高
僧
伝
』
巻
十

一
道
宗
伝
、
巻
十

二
弁
相
伝
、
巻

二
十

四
智

実
伝

に

み
え

る
。

5

参
考

ま

で
に
、
山
崎
博
士

は
、
皇
太
子
時

代

の
煬
帝

が
長
安
日
厳
寺

に

招
致

し
た
高

僧

に

つ
い
て
、
十
六
名

の
名

を
記
載

さ
れ

、
即
位
後

の
東

都

内

四
道
場

の
中
核
、
慧

日
道
場

に
招
致

し
た
高

僧

に

つ
い
て
、
十

八
名

の

名
を
挙
げ

ら
れ
て

い
る

(山
崎
前
掲
書
、

一
〇

一
頁

、

一
〇
六
頁
)
。

〈
キ
ー

ワ
ー
ド
〉

李
世
民
、
勝
光
寺
、
三
大
法
師

(愛
知
学
院

大
学
大
学
院

研
究

生
)
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